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1　は　じ　め　に

冬期ハウス栽培の彙菜頬を収穫前に外気の低温にさらす

寒締め処理を行うと糖やビタミン規が増加することは既に

報告した1・3）。寒締め処理に適した品種選択に賢するため，

低温下での伸長性が異なるホウレンソウ3品種に対する寒

締め処理の効果を調査した結果について報告する。

2　試　験　方　法

冬期の無加温ビニールハウス内で3品種のホウレンソウ

（伸長性の高い順に，丸粒東海，アクティブ，マジック）

を同じ条件で栽培した。収穫可能な大きさになったところ

でハウス両側面のビニールを50cmめくりあげ，出入ロを解

放して寒締め処理を行い栽培を続けた。一週間ごとにサン

プリングを行い，寒締め処理の前後における生育及び品質

成分の経時変動を追跡した。

播種日は1995年10月6日，同年12月19日に寒締め処理を

開始し，1996年1月24日に調査を終了した。

地上部垂，草丈，水分を調査し．品質成分の測定は糖分

をフェノール硫酸法，総ビタミンC，β－カロテン，α∴－

及びγ－トコフェロールを高速液体クロマトグラフィーで

分析測定した。総シュウ酸，硝酸はイオンクロマトグラフィー

で測定した。また，全窒素を湿式分解後インドフェノール

法で測定した。

3　試験結果及び考察

（‖　寒締め処理開始時点の日平均気温は－1．7℃であっ

た（図1）。丸粒東海の地上部生体垂は寒締め処理後も増

加したが，マジック，アクティブでは寒締め処理直後やや

低下し．その後増加した（図2）。

（2）寒締め処理開始後の糖．ビタミンCの増加が最も早

かったのは丸粒東海であり，次いでアクティブ．マジック

の順であった（図3，図4）。一方，カロテン，トコフェ

ノール類の増加はマジックが最も大きく，次いでアクティ

ブ．丸拉東海の順となった（図5，図6）。

硝酸含量（図7）は丸拉東海，アクティブが寒い締め処

理前マジックの約2倍量と高かったが，寒締め処理後大き

く減少した。マジックは寒締め処理後も余り変化しなかっ

た。

シュウ酸含量（図8）は丸粒東海，アクティブでは寒締

め処理後低下した。マジックはいったん増加したがこの後

さらに栽培を続けると低下した（データ省略）。

寒締め処理後の水分含有率の低下（図9）は丸拉東海，

アクティブに比べマジックの方が大きかった。

（3）寒締め処理前．及び処理後の全サンプルについて水

分含有率と楯，ビタミン規の含量との相関をとり比較した

ところ．九位東海とアクティブの糖，ビタミンC含量は，

寒締め処理前の水分含有率の高い個体においてはマジック

より低めであったが，寒締め処理後水分含有率が低くなっ

た個体では糖含量はむしろ高めとなり，ビタミンCもマジッ

クとほぼ同じ含量となった。一方，脂溶性ビタミンの含垣

と水分含有率との相関に品種の差は小さかった（図12，13）。

（41硝酸含量は水分含有率の低下による濃縮効果を受け

ず，九位東海，アクティブでは逆に低下し．マジックでは

水分含有率にかかわらずはば一定であった（図14）。寒締

め処理後，ホウレンソウ地上部の全室素量もやや低下した

が（データ省略），丸拉東海，アクティブにおける硝酸含

量の低下はそれに比べ明らかに大きかった。これは低温に

よる窒素差分吸収の低下だけでなく，仲良の停止に伴う作

物体内の窒素代謝の変化によるものと考えられる。

（5）シュウ酸も水分含有率の減少に伴う濃縮効果を受け

なかった（図15）。シュウ酸の生成はホウレンソウの伸良

性にかかわらず寒締め処理による低温下で抑制され－　さら

に葉柄などからシュウ酸カルシウムの形で分泌される2）た

め含量が低下したと考えられる。

4　ま　と　め

以上の結果，寒締め処理による成分品質の向上は，特に

水溶性成分である糖，ビタミンC，及び硝酸について低温

下での伸長性が高い丸拉東海及びアクティブで効果が大き

かった。一方．低温下での伸長性が低いマジックは寒締め

処理前の糖，ビタミン含量が他の2品種より高く，逆に硝

酸含量は低かったが，寒締め処理後は脂溶性ビタミン額の

増加が大きかった。このことから栽培時の温度条件や目的

とする・品質成分に応じ，品種の選択が必要なことが明らか

となった。
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栽培試験期間中の日平均　　　　　図2　ホウレンソウ生体重
気温（盛岡1995－96）
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図4　同，ビタミンC含員の変
化（寒締め前との比）
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図7　同，硝酸含量の変化
（寒締め前との比）
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図10　ホウレンソウの水分含
有率と糖含量の関係
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図13　同，水分含有率とα－ト
コフェロール含員の関係

（地上部）の変化
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図5　同，β－カロテン含星の
変化（寒締め前との比）
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図8　同．シュウ酸含星の変
化（寒締め前との比）
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図11同，水分含有率とビ
タミンC含量の関係
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図14　同，水分含有率と
硝酸含員の関係
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図3　寒締め後のホウレンソウの糖含
量の変化（寒締め前との比）
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図6　同，α一トコフェロール含量

の変化（寒締め前との比）
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図9　寒締め後のホウレンソウの水分
含量の変化（寒締め前との比）
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図12　同，水分含有率とβ一
カロチン含量の関係
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図15　同，水分含有率と
総シュウ酸含量の関係


